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鶏卵の保存に関する試験  

保存方法と鮮度に関する試験（第2報）  

名倉清一＊・斉藤季彦＊・永田信一＊   

Studies on Preservation Methods of Eggs   

hfluence of preservation methods on freshness（No．2）   

SeiichiNAGURA，Suehiko SAITO and ShinichiNAGATA  

（要  旨）  

郡卵の臨‡fノナ畏ミとして∴無処理卵と温水薬液批胎卯なパック詰．箱詰とし，高鮎（温度33～  
34リC・密度70～75％）．低粗（温度8～90c・湿度70～75％），常温（温度20～30Pc・湿度  
60～g5％）に産卵後20日間！甘卵し．産卵当日．3日．5日．8日．15Eし20日に取り‖＝ノ卵  
吼 HU，卵白pHの変化と．貯卵中に高湿，低温．常温と温度射ヒを与えた場合のHU．卵  
白p円について試験した。l．卵飛ほ貯卯日数の経過により次招に減少し′ その減少率は㍍温  

区が澱も大きく，常温区，低温区の順に少なく，言古温区ほ低湿区の約2悟り減少率を示した。  

2．HUは高温l夏が最も低下し常阻区iよ詩●完温区よりわずかにすぐれているが殆んど同じ傾向を示  

した。砥粗区は低下がすくなく15日貯卵で高氾区常温区の3日貯卵と同雛を示し20日貯卵で  
も鶏卵規格取引の特級に該当する．称門を示した。′くック詰と箱詰では貯卵初期の5日頃までは  
バック詰が適い傾向を示し特に低湿区において明らかであった。無地哩卯と薬液（亜～450c）  

で洗源した卵との「鋤こは殆んど差異ほ認めら九鬼かった。3．卵白pHは貯卵初期の8日頃ま  
で各区とも急上昇しその後：ま按慢になった。吊漁区と低温区の差は3日頃から生じ期間中大体  
0．22前後高取区がF紬、った。4，貯卵粗壁に射ヒを与えたもの乱殿終酔卵机∈限にした可）の  

が，pH，HUともょい結果を得たや  

机‘卵場所および条件：高風メニは夏季養鶏場で鶏卵を処  

理保存しておく場合，：殴も条件が恋いであろうと思わか  

る貯卯憂を想定し，温度33～340c・湿度70～75％のふ  

卵機内とした。低温区は夏季消費者が酌卵を保存してお  

くであろうと思わオtる家庭用冷蔵庫を想定し，温度8～  

9Jc・湿度70～75％の冷蔵庫としたら 常温附エ6月小  

旬から7月上旬の常温で通帆のよい案内とした，   

温度変化保存ほ高札 低温．常温を蓑lにホす＝数で  

卵な移動貯卵した。   

包装および処理方法：温度一定貯卯の無処理とは産卵  

後将に芋を加えない鶏卵をモ早通Hl荷用10kg詰段ボール輸  

）去箱に語たものを箱詰とし，塩化ビニール黎10個人れバ  

ックに入れホチキス止めとしたものをパック詰とした。   

沈澱とは，鵜卵洗礁薬液であるユダクリーンの1000倍  

液の温水（40′｝45らC）忙5分浸竜乱 流礁後取り出し乾  

燥後直ちに無血郡卵と同じ方法で貯卯した。なお，鶏卵   

ま え が き  

筆者らは，ききに定率甜昆時における鶏卵の生座から  

柑荷までの取り扱い方法として，通常の親卵処理室に保  

存Lた場合と，冷暗潮に牒薄した場合の品質の変化につ  

いて撞苦した1〉。   

今回は，高温，常温．低温で一定期間貯卵した場合の  

品質および貯卵期間中に温度変化を与えた場合の品質に  
ついて駅験したので報告する。  

試験材料および方法   
試験潮間：昭和49年6月8日から7月7日まで。   

試験区分：蓑1の（1）温度一定貯卯（2）温度変化貯卵のと  

おりである。   

供試卯：ケージ飼養の415日令から420日令の聞に生産  

された鶏卵を産卵当日ランダムに区分し，温度一定貯卵  

には各区60個，温度変化貯卵にほ各区10個を供用した。  

拳東京都畜産試験場浅Jll分場 八王子市東浅川546－1  
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表1 試 験 炉二 分  

（1）温度一定貯卵  

表2 鶏卵洗油菜液成分  
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質の判定應として一般に用いられており．濃厚卵白の高  

さを56．7gの卵を基準として補正しその値の対数に100を  

乗じた値であり，HU＝100log（H－l．7WO・87一卜7．6）  

の算式により算出するもので．専用の計節尺を用い個体  

別に測定した。pH卵白は測定日，区ごとに10個の卵の  

卵黄．卵白を分離し濃厚卵白と水様卵白をよく撹絆し  

pH メーターで測定した。  

試 験 結 果  
1．卵重の減少について   

卵堕の減少は，鶏卵の水分が卵殻膜，卵殻を通して外  

酢に蒸散することによって生ずる。これを貯卵方法と貯  

卵日数からみると蓑3，阿‖のとおりである〔  
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図l 貯蔵日数と卵重の減少＊  

し 高温Ⅰ菟．温度：ミ3～340c 湿度70～75％  
低温区」阻度 8～9Gc 湿度70”75％  
常侃区．温度 20～308c 払込庶60～95％  

貯卵の温鮭条件をかえた高温軋 常粗区．低温巨二の聞  

には明ちかな差異が生じた′、その減少率は低温区が最も  

少なく．貯卵8日で0．26％，20日で062％に対し，高温  

【′くでは8日0．6％，20日l．2％と低温区のはぼ倍の減少率  

を示した。常温区では8日0．37ヲ乙，20日097％で両区カ  

ほは中間の成潜iを示した。   

包装刀儀（パック話と箱詰）および処理方法（無処理  

卵と洗藩卵）による卵慨の減少は明らかな苦界は認めら   

一三 高温，温度 33～34んc，湿度 70～75％  
低温，温度 呂～9日C．湿度 70～75％  
常温，温度 20－30〇c，湿度 60～95％  

沈灘洩の成分は麦2のとおりである。   

限度変化抹有は，鱒処倒卵を塩化ビニ←ル製10仰入れ  

′ミックに入れホチキスrヒめとしたむ   

品質酢壱口：温度・・・岩貯卵ほ届卵当Fiなl［】とし．1  

日，3E】，5［‡．8FJ．15ET，20日に各lキそ．hぞ九10倒  

板り出L測定した．温度変化貯卵は町耶蕉終日に摂り出  

し測逢した。ゝ   

測定項目：卵重，HU，卵白ー）Hとし卯蔑は度卵当‖  

と各洲足［】に・個体秤揖と区≠削明日した〔HUは難卵晶  

kenkyu05
テキストボックス
卵白pH
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表3 貯蔵日数と卵窮の減少率  
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江 高温区，温度 33～340c 軽度 70～75％  
低温区，湿度 8～90c 恨攫 70～75％  

，混健 20～30凸C 渾度  

下し，以後高温医より低下の率ほ若干少なかったが，そ  

の傾向ほ高温lヌとほぼ同様の経過を示Lた。  

れなかった。   

本試験での卯泰の減少一丈貯卯温度による診響が最も大  
きかった。   

2． HUについて   

貯卵方法，貯即日数によるHUの変イヒは衷4J図2  

図3に示すとおりである。  

（1）貯卯温度の高低によるHUは．低湿應二では包装ノブ  

法，処塑方法によって若Tの薙があるが，産卵当日83～  

84あったHUが貯卵5日で70罰肯後に低下した、その後の  

低下は緩慢で20日日で別～62を示し，全体的な卵内容も  

親卵規格瀬引要綱に示されている特紬こ該当する成功を  
示した。   

高温区では．産卵当日84前後であったHUが貯卵3日  

で低温区の15日と同得度の65前後となり．8日日までは  

急速に低下L以後低下の率は若干緩慢になったが漁厚卵  

白の水様化は進み貯卵20針で‖前後まで低下し全体的な  

卵内容は鶏卵規格取引要綱に示されている2級に該当す  

る程度に低下した。なお低温区との問には貯卵3日目か  

ら明らかな差異が生じた。   

常温区では．貯卵3日で高温区と同程度の66前後に低  

U
別
 
即
 
m
 
 

‖
 
 

6〔〕  

■  

3〔〕  

ごコ  

】G  

ii 
産 3  5   8  
叩 日 ヨ  日  

囲2“胴l穏健とHU  

i已二i鳥温区1温度 33－34¢c 湿度70－75％  

低温区，湿度 8－90c 湿度70～75％  
常温区，温度 20～30Uc 湿度60～95％   
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表4  変  化  U
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図3 バック語，箱詰のHU   

i】三 高温臥 温度 33～34むC 湿度70～75％  常温区，温度 20～300c 湿度60～95％  
低温区，温度 8′－90c 湿度70～75％   

各区の欄Uの値について統計処理の結果は，低温区・   （2）バック話と一箱詰では貯卵温度，処理方法によっ  

パック話の3日目以降，低温区・箱詰の8日目以降は南   て若干ことなるが，貯卵初期の5日頃まではパック語が  

温区，低温区のパック詰・箱詰のいずれよりも明らかに   良い傾向にあり特に低湿区において明らかであった（回  

すく・れその差ほ有悪であった。  3）。箱詰の低温区は貯卵初期の5日目頃までは低下の   
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表5 卵  白  の pH  
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習ミ 高温区，温度 33～340c 湿度70～75％   常温区，温度 20～300c 湿度60～95％  
低渦区，温度∈卜 90c 湿度70～75％  

（3）無処理卵と薬液で批准した沈滞卵では差異は殆ん  

ど認められなかった。   

3・卵白pHについて   

卵白pHは．卵白の炭酸ガスが水分とともに貯蔵中に  

卵殻外に発散する。炭酸ガスを失うことによりpI‡ほ上  

昇し，pIiの」二昇ほ濃厚卵白の水様化と関係があり新鮮  

圧せ判噺する資料として卵白pHを測定した。その成約  

ほ表5，囲4のとおりである。   

高温区のpHは産卵当日8・00が貯卵3日で8・88，5日  

で9．11，8日927と貯卵初期に急上昇した。その後は15  

日日9．33，20日9．35とその上昇は低下し綬慢になった。  

低温区は産卵当日8．15が貯卵3日8・66．5日8・92，8日  

9．00，15日9．09，20日9・14を示し，貯卵初摘の急上昇と  

その彼の検便な上昇の傾向は高温区と同様であったが，  

その差は貯卵3日で0・22，5日0・19，8日0・27，15日  

0．24．20日0．21と3日目から明らかな蓮が生じ，期間中  

大体0．22前後の幅で推移した。常温区の上昇は高温区．  

低温区と殆んど同じような傾向を示し高温区よりやや低  
い数値を示した。   

パック詰．珊詰，および無処理卵，洗さ條卵については   
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図4 貯卵温度と卵白pti  

注 高温区，温度 33－340c 湿度70”75％  
低温区，温度 8〝gqC 湿度70”75％  
常温区，温度 20－訓Oc 況度60～95％  

率は少ないが，満温区，常温区と同じような憤向を示  

し，それ以後は低下の巾ほ少なく，パック話の低湿区と  

同様な傾向を示した。   

箱詰の常温区およびパック詰無処理卯の常温区は高温  
区より若干良い傾向を示したが，パック詰沈滞卵は高温  

区と同程度であった。  
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明らかな差異は認めら九なかったが，沈澱卯が無処理卵  

に比較してやや高い傾向にあった（   

4．貯卵期間中に隠匿変化を与えた卵の pHおょび  

HUについて   

鶏卵は産卵後消費者が食脚こ供するまでには．生産  

者，集出荷機関，市場間尾，小売業老．消費者の蹄通経  

路を経るものが大部分である。頗近都市近郊において岸  

地直結型として生産者，集出荷機関，消費者とか，生蘇  

老，消費者と云う流通経路もみられるようになったが，  

いすれにしても家屡茶驚以外は産卵当日の消掛土考えら  
れない。したがって一般家庭用仕向としては夏季でも最  

低3～4日，通常5～10日を経て消費さ九るよ うヤあ  

る。その間の尿管ほそれぞれの場所で保管され，その保  

管環境も異なると考えられるので，保管温度の変化が卵  

賃に及ぼす影響をみるため．いくつかの温度変化を与え  

た卵の品質について．卵白pt†およぴtIUを測定した。  

その結果は表6，囲5のとおりである。   

温度変化は高温2臥 低温2日と，低湿2日，高温2  

日と云うように，相対する組合せとし，全脛卵斯措吊を4  

日．8日，10日とし5つの相対する組合せで用区設け  

ナニ。   

各組合せとも最終貯卵期間剰氏温に貯蔵した場合が，  

相対する組合せより卵白ptlが低く，首Uが高い結果を  

得た。   

貯卯日数8日のものについて．温度一定8日貯卵の成  

摸と比較すると（表4，衷5），毅終貯卵が低温のもの  

ほpHおよぴHUが高温区よりすく｝れ，低温区よりは劣  

炎6 貯卯期間に限度変化を与えた卵の卵白   
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図5 温度変化を与えた卯の卵白PHおよぴHU  

江 島温，温度 33～34つC 湿度 70－75％  
低温，温度 8－90c 湿度 70－75％  
常温，温度 20－30Dc 湿度 60～95％  

る結果を得，常温区に対してはHUは同程度，pHはや  

や劣る結果を得た。最終貯卵を高温としたものはptlお  

よびHUが高温一定貯卵よりすぐれているが，低温一定  

貯卵．常温貯卯より劣る結果を得た。   

低温貯卵からとり出し．常温および高温貯卯にすると  

卵殻面に水滴が出光る．これがHU，PHに影響するこ  

とは本試験では認められなかったが，卵殻面に水滴が出  

るようなときは塵挨の少ない場所で煎り扱い卵殻而を汚  
さない配慮が必要である〔  

考   察   
鶏卵は，牛乳や畜肉と適い生産されたものをそのまま  

放欝Lておいても，比較的長期間膚放せすに食用に供す  

ることが出来る。こ九は卵が卵殻で包まれ外界とLや断  

され，さらに栄養価ガ骨H腐潤しやすい卵掛ま細菌が繁  

殖しにくい卵白で促鼓さJLているためである。卵白の抗  

漱生物作用は以釣から知られているが2■‖，卵白はそれ  

以外にも卵黄を物理的に保護する役目を果している。卵  

の貯蔵中に生ずる変化で問題になるのは徴隼物汚染以前  
の卵内容物の物理的な変化であり，とくに卵白の変化が  

般も寓要であると考えられる。   

卵白は表4，閑2，衷5．図4に示したように満温に  

放思することにより急速に濃厚卵白の水球化が進みHU  

は低下し また卵白pHも上界するので．夏季高温時ほ  

生産者である費難物では採卵はH来るだけ回数を多く   
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となり洗浄液を内部に吸い込み，同時に微生物も卵内部  

に浸入する危険がある川。本試験では鶏卵洗浄液を40  

～450cの紫綬温水で洗浄した結果ほ無処理卵と比較し  

てHU，卵白pHとも殆んど認めなかった。このことかち  

汚卵を洗浄する場合は．卵温より高い温水で洗浄し．洗  

浄後は卵殻裏面をよく乾燥したのち箱詰出荷をすること  
が望まLいu   

なお，鶏卵の構遭は囚6に′Jけように卵黄を包んで山  

水櫻卵白があり濃厚卵白は袋状にその上を包み込んでそ  
の両端は卵殻険に結合して卵炎を僕讃している。ヒモ状  

のカラザほ卵黄の衷而に結合してこの操護作用を弘化し  
ているウ ニのように卵白は卵爺を物理的衝撃から保護L  

ているユl。貯蔵中に濃厚卵白の性質が変り水様化すると  

卵白が卵黄を卵の中央に保持することが出来なくなり，  

比笥の醗い卯熟ま次第に卵白中に浮上し．麿擦卵設膜に  

接触するrLうになる。このよう忙卵白の保護がなくなる  

と卵酎土衝撥外部からの微生物汚染を受け卵黄膜と接触  
Lた部分から腐敗が始まりやすい。このことから鵜卵の  

酢訊刃糾得をF■にして鈍端を上にL卵内容が安定した状  

態がエく．投ポーール輸送箱．ビニールパックも出端を■■ド  

に劇相計巨上に入れやすい形になっており，消漱者の家庭  

保存の場合もこ九らのことを考慮して品質保持の上から  
斑端を下にした保存が望まれる。   

近年生鮮食料品の品質に対する消空電者の認識が高ま  
り．仰の品質に対する要求も厳しくなってきた。これに  

ともなって卵の届粟規格も次第こ塵開されl■；｝，卵の流  

通な合理化するため規格顧引きも徐徐に進められている  
が．紛卵流通や全過程において晶円低ト防【l二のための努  

力がな来一層望まれる。  
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し，高温に政経することなく涼しい冷所に操管する必要  

がある。産卵後貯卵の初期に高温に放関することは品質  

の低下が著しいので生産者ほ良質な鶉卵を生落しても，  

数日または4～5日の鶏卵媒管をゆるがせにすることに  

より品質の低下をまねき規格王涙引の■洛西りが低卜するこ  
とは生l塗者も経営上不利となるので夏季言寄温時の保管に  

は充分な配慮が必要と思われる。   

鵡卵の流通過程（省三座軋 集出荷磯乳 市場間鼠 小  

売店）に一項したクールナJ∵一ソ方式が確立さ九ること  

カ；望ましいが，現状では早急に実現さ九ることミ・土困難で  

あろうから，荷扱い過稗や版元店の陳列場でも直射日光  

をさけ通風のよい涼しい環境におき品僻の低下を防止す  
る配慮が望まれる。また，衷6，図5に示すように蔵終  

貯卵が低温に貯卵した場合，HU，卵白＝叶Ⅰに好結果を  

示しているので消費者の家御井＝存は臭いのない冷蔵棒で  

の保管が適切であろう。   

卵歪は産卵後日時の経過とともに減少してくるこ，こ。‡1  

は卵殻険および卵殻を通して外部に水分バ蒸散し こ右  
と同時に卵の鈍端部の気室も次第に拡大してくる。この  

卵麓の減少は表3．図1に示すように同じ湿度であれは  

高温保存のものが低温保存より減少率〈・三高い。しかし，  

当然湿僅の轟低も形響すると考えられる，低温でも〉令級  

庫の構造によりては渥度ガ潤下するた埼減少率が大とな  
ることも考えられる1   

鶏卵は管理′つよい精舎から封≡めたものでも，卵殻表面  

が鷲ふん，士軌 飼料などで汚染されている場令があ   

り，このような汚染卵ほ外観が悪く商品価値が低くなる  

はかりでなく．腐敗の危険や神川肌‡の卵液汚染の危放も  

大きい。卵殻表面を惜狩りこするには水で洗浄することが  

簡単であるが．かえって卯甘酢こ微生物が侵入する危険  

があるので殺菌≠札 洗剤が他用さj・【ている。卵を洗浄す  

るとき洗浄彼の湿獲が卵拒上り低いと即が冷却さj′†瞼什  

■寸＝∴■■し：  

紺卵E＼＼＼＼  

し賓16 二ぎト卵ハ 榊．徒  




